
 「働き方改革通信：Smile」は、 “先生の Happy が子どもの笑顔をつくる”を取組姿勢とした「横浜市立

学校 教職員の働き方改革プラン」の進捗（達成目標の現状等）や各学校での取組を共有し、更なる取組の推

進・充実につなげるために発行しています。 

 第 2 号は、教育委員会事務局内の取組として「教職員の働き方改革プロジェクト」の様子。学校の取組とし

て「職員室業務アシスタント」の様子。そして、先月（平成 30 年 4 月）の業務実績等をお伝えします。 

 なお、「横浜市立学校 教職員の働き方改革プラン」と関連のある Topic については、当プランの該当ページ

を記載しております。 

教職員の働き方改革の推進に向け、教育委員会事務局が一体

となって取組を進める上での基盤となる「教職員の働き方改革

プロジェクト」（課長級の会議）が開かれました。 

第 1 回プロジェクト（4/23）主な内容 

□「教職員の働き方改革プラン」の具体の進め方 

→「教職員の働き方改革 PJ」で全体の方向性の検討や進捗管理し、 

新たな取組の具体の制度設計等は、PJ の下に設定される「教職 

員の働き方改革検討チーム」で検討を進める。 

□「教職員の働き方改革プラン」の達成目標の公表 

    →前月の実績を翌月上旬を目途に共有する。（教育委員会・教育員会 

事務局・学校） 

□その他（平成 30 年 3 月の勤務実態、部活動の検討状況等） 

 職員室業務アシスタント配置の工程表の通り、「職員室業務アシスタント」は昨年度より 100校増の 130

校に配置をしました。今月号では、配置 2 年目を迎えた宮谷小学校、学校のニーズに合わせた、特色のあ

る活用を進める南吉田小学校の事例を紹介します。 

 中国、台湾につながる児童が 300 人を超える南

吉田小学校では、国際ラウンジを通して中国籍で日

本語も堪能な方をアシスタントとして採用しまし

た。これまで副校長や担当教諭が担っていた業務を

行うだけでなく、中国籍等の子どもたちや保護者の

安心にもつがっています。 

 昨年度から職員室業務アシスタントが配置さ

れている宮谷小学校の副校長先生（４月に異動：前

任校は未配置）にお話を伺いました。 

■着任したばかりなので、去年からいるアシスタント 

さんに教えてもらうことが多く助かっている。 

■前任校の小規模校に比べ、大規模校では印刷や電話

対応などが多いが、アシスタントさんにお願いし、

他の   他の業務に集中できる。 

■前任の副校長が、先生からア

シスタントさんへ依頼する仕

組みをつくってくれた。連

絡・連携がとてもスムーズだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

・中国語での保護者対応 
（電話・来客等） 

・配布文書の翻訳 
 （大切な部分をメモ的に） 
・外国語補助指導員との連携 



 ※退勤管理を導入した小・中・特支の教員について、ＩＣカードによる記録から機械的に算出した集計結果です。（以下、同様） 

 ※教員（学校管理職も含む）、及び教員以外（事務職員、栄養職員、学校用務員、学校給食調理員）の実績。 

 ※本資料の数値については、項目ごとに四捨五入により端数処理を行っているため、合計と内訳の和とが一致しない場合があります。 

 

 

 

（１）「教職員の働き方改革プラン」達成目標との比較（平成 30 年５月 7 日時点） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

（２）時間外勤務（平成 30 年４月）の詳細 

  

 

 

 

  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

（３）年休取得日数（平成 29 年度実績） 

時間外勤務月 80 時間超の 
教職員の割合 

19 時までに退勤する 
教職員の割合 

０％ 

70％以上 

23.1％ 

59.5％ 

14.5％ 

58.5％ 

45.0％ 

56.5％ 

2.4％ 

82.6％ 

年休取得日数（H29 年度） 
全員 

10 日以上 
71.1％ 79.0％ 51.5％ 86.3％ 

30 時間以下・・・・・・・・ 23.4％ 

30 時間超 45 時間以下・・・ 15.9％ 

45 時間超 60 時間以下・・17.1％ 

60 時間超 80 時間以下・・20.4％ 

4 月は入学式、始業式、そして各学年・学級のスタートの月です。年間を通しても、忙しい時期
かもしれません。今月の数値を参考に、自分の生活（働き方含む）を考えてみてはいかがでしょ
うか。 

「教職員の働き方改革プラン」の達成目標では、「全員が年休 10 日以上」取得することを掲げています。 
下表は、平成 29 年度の実績です。自分の取得年休日数…おわかりになりますか？  

目標に掲げる「月 80 時間」「19 時まで退勤」を意識した働き方を進めているという校長先生の声
も聞こえてきます。できることから少しずつ、教育委員会と学校が両輪となって…前進！ 

80 時間超 100 時間以下・・  11.6％ 

100 時間超・・・・・・・・  11.5％ 

 

 

 

 


